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たのです。しかも， 遠
とお

くに行
い

くなんて
……。
「でも，たとえむずしいことでも，才

さい

能
のう

をのばすのは大
たい

切
せつ

なことだよ」と
お父

とう

さんが言
い

いました。
お母

かあ

さんがうなずきながら「一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

努
ど

力
りょく

しなければいけないわ」と言
い

いました。
ジェッタは音

おん

楽
がく

が大
だい

好
す

きでした。そ
して，ずっとピアノをひきたいと思

おも

って
きたのです。ゆっくりですが，ジェッタ
の顔

かお

にえがおがもどってきました。
「わたし，これからピアノをひくんだわ。」

でも，次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

になり，お父
とう

さんが
馬
ば

車
しゃ

に馬
うま

をつけているのを見
み

ながら，
わくわくした気

き

持
も

ちは少
すこ

しも感
かん

じません
でした。今

き ょ う

日はこわい気
き

持
も

ちしかしま
せんでした。そんなに早

はや

く出
で

かけるこ
とになるとは思

おも

っていなかったのです。
ジェッタはゆっくりと馬

ば

車
しゃ

に乗
の

りこ
み，お父

とう

さんのとなりにすわりました。
「用

よう

意
い

はいいかい，ジェッタ・パー
ル」とお父

とう

さんが聞
き

きました。
用
よう

意
い

ができているとは思
おも

いません
でしたが，ジェッタはうなずきました。

馬
ば

車
しゃ

が進
すす

み出
だ

しました。
しばらくすると，お父

とう

さんがジェッ
タをのぞきこみました。「お母

かあ

さん
とわたしが，ジェッタのことをどん
なにほこりに思

おも

っているか知
し

って
いるかい。」

ジェッタはうなずきました。「で
も，わたしに家

いえ

の手
て

伝
つだ

いをしてほし
いときはどうするの？」

お 父
とう

さん は にっこりしまし た。
「ジェッタに会

あ

えないのはさびしいけれ
ど，これは君

きみ

にしかできないことなん
だよ。天

てん

のお父
とう

様
さま

があたえてくださっ
たたまものをのばすことによって，天

てん

の
お父

とう

様
さま

に仕
つか

えることができるんだよ。」
ジェッタはそんなふうに考

かんが

えたこと
はありませんでした。自

じ

分
ぶん

の音
おん

楽
がく

の
才
さい

能
のう

は，本
ほん

当
とう

に天
てん

のお父
とう

様
さま

からのた
まものなのでしょうか。

お 父
とう

さんは 続
つづ

けて 言
い

いました。
「時

じ

間
かん

はかかるだろうが，少
すこ

しずつピ
アノがひけるようになるだろう。そう
したら，たくさんの人

ひと

に仕
つか

えることが
できるようになるんだよ。」

ジェッタは，おそれの気
き

持
も

ちがやわ
らいでいくのを感

かん

じました。自
じ

分
ぶん

はピ
アノを習

なら

って， そして天
てん

のお父
とう

様
さま

に
仕
つか

えるのだと思
おも

えました。こわい気
き

もするけれど，きっと天
てん

のお父
とう

様
さま

が助
たす

けてくださると知
し

っていました。
お父

とう

さんがウィンクしました。「そ
うを重

かさ

ねて，お父
とう

さんの小
ちい

さなパール
が明

あか

るく，かがやいてきたな。」
お父

とう

さんの言
こと

葉
ば

のとおり，ジェッタは
少
すこ

しずつピアノをひけるようになりまし
た。オルガンもひけるようになりました。

2，3 か月
げつ

して，ジェッタは家
いえ

にもどり
ました。その日

にち

曜
よう

日
び

，ジェッタはミルバー
ンの最

さい

初
しょ

のオルガン奏
そう

者
しゃ

になりました。
ジェッタがひけるようにと地

ち

域
いき

が力
ちから

を合
あ

イ
ラ
ス
ト
／
ブ
ラ
ッ
ド
・
テ
ア
ー

ジェッタ・パール・ステュアー
トは，かぶっていたボンネット

（女
おんな

の人
ひと

がかぶる帽
ぼう

子
し

）をぬぐと，玄
げん

関
かん

先
さき

のポーチにすわっていたお父
とう

さんの
となりに，ぴょんとすわりました。そして

「パールってなあに」とたずねました。
8 才

さい

のジェッタは，真
しん

珠
じゅ

（パール）
が何

なに

かは知
し

っていましたが，パールと
いう自

じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

の意
い

味
み

をお父
とう

さんか
ら聞

き

くのが大
だい

好
す

きだったのです。い
つものように，お父

とう

さんは真
しん

珠
じゅ

がどう
やってカキのからの中

なか

で一
ひと

つ一
ひと

つそ
うを重

かさ

ねて成
せい

長
ちょう

して，明
あか

るくかがやく
宝
ほう

石
せき

になるかを説
せつ

明
めい

してくれました。
「真

しん

珠
じゅ

は君
きみ

のようにかがやいている
よ，お父

とう

さんの小
ちい

さなジェッタ・パー
ル」とほほえみながら言

い

いました。
ジェッタはお父

とう

さんにほほえみ返
かえ

しま
した。お父

とう

さんにとって真
しん

珠
じゅ

のように
とうとい自

じ

分
ぶん

が大
だい

好
す

きでした。
そのばんの夕

ゆう

飯
はん

のとき，お父
とう

さんが
ジェッタに，大

たい

切
せつ

な質
しつ

問
もん

があると言
い

い
ました。
「ジェッタは小

ちい

さいときから，音
おん

楽
がく

に対
たい

してとても特
とく

別
べつ

なものを持
も

って
いたね。」「ピアノを習

なら

いたいかい？」
ジェッタは目

め

を丸
まる

くしました。「ええ，
習
なら

いたいわ。」
「そのためには，遠

とお

くまで行
い

って，
しばらく先

せん

生
せい

のところにとまらなけれ
ばならないということよ」とお母

かあ

さん
が言

い

いました。「ここ，ミルバーンに
は教

おし

えられる人
ひと

がいないからね。」
ジェッタの顔

かお

からえがおが消
き

えました。
1 日

にち

以
い

上
じょう

家
か

族
ぞく

とはなれたことはなかっ

本
ほ

ん 物
も

の

の真
し

ん

珠じ

ゅ

ジェッタはピアノをひきたいと 
思
おも

いました。でも，家
か

族
ぞく

とはなれて
一
ひ と り

人で行
い

けるでしょうか。

エイミー・M・モーガン
本
ほん

当
とう

にあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました。

「小
ちい

さな，簡
かん

単
たん

なことによって大
おお

いなる
ことが成

な

しとげられるのである。」 
（アルマ 37：6）
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こ
ど
も

イ
ラ
ス
ト
／
ブ
ラ
ッ
ド
・
テ
ア
ー

わせて買
か

ってくれた大
おお

きなオルガンの前
まえ

にすわったとき，ジェッタの心
しん

臓
ぞう

の鼓
こ

動
どう

が速
はや

くなりました。オルガンがあまりにも
きれいなので，心

しん

配
ぱい

でふれられないと
思
おも

ったほどでした。けんばんに指
ゆび

をとど
かせるには，いすの上

うえ

に本
ほん

を置
お

いてその
上
うえ

にすわらなければなりませんでした。
ジェッタは深

しん

こきゅうしてから，ひき

始
はじ

めました。オルガンの音
おと

が部
へ

屋
や

中
じゅう

にゆたかに美
うつく

しくひびきわたりました。
ジェッタはこっそりと，集

あつ

まった人
ひと

々
びと

を見
み

ました。人
ひと

々
びと

はにっこりしながら
歌
うた

っていました。ジェッタもにっこりし
ました。ジェッタのえんそうは完

かん

璧
ぺき

と
はほど遠

とお

いものでしたが，自
じ

分
ぶん

の才
さい

能
のう

を使
つか

って奉
ほう

仕
し

することができました。

お父
とう

さんの言
こと

葉
ば

を思
おも

い出
だ

しました。
「真

しん

珠
じゅ

は君
きみ

のようにかがやいているよ，
ジェッタ・パール。」
天
てん

のお父
とう

様
さま

は，少
すこ

しずつ，そうを重
かさ

ねるように，ジェッタを本
ほん

物
もの

の真
しん

珠
じゅ

に
してくださっていました。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう

に住
す

んでいます。
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一
ひ と

つの 

キャンディを 
分

わ

かち合
あ

うのは 
簡
かん

単
たん

でした。 
でも，福

ふく

音
いん

は
どうでしょう。 

キャンディ
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